フィリップ・オットー・ルンゲの世界 : 文学と美術(2) by 高木 昌史 et al.
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ン
ゲ
の
世
界
―
―
文
学
と
美
術
―
―
（
２
）
高
木
昌
史
２
聖
書
序
画
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ン
ゲ
が
活
躍
し
た
一
八
〇
〇
年
前
後
の
ド
イ
ツ
、
特
に
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
や
思
想
家
、
そ
し
て
芸
術
家
の
間
で
は
、
宗
教
の
近
代
的
意
味
へ
の
問
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
。
ロ
マ
ン
派
宣
言
の
書
と
も
な
っ
た
ヴ
ァ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ダ
ー
／
テ
ィ
ー
ク
の
『
芸
術
を
愛
す
る
あ
る
修
道
僧
の
真
情
の
吐
露
』（
一
七
九
七
年
刊
（
１
））
が
そ
も
そ
も
、
中
世
（
デ
ュ
ー
ラ
ー
等
）
へ
熱
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
、
芸
術
と
宗
教
と
の
内
密
な
関
わ
り
に
新
た
な
光
を
当
て
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
、
哲
学
者
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
は
「
宗
教
を
軽
ん
ず
る
教
養
人
に
対
す
る
講
話
」
を
副
題
と
す
る
『
宗
教
論
』Ü
ber
die
R
eligion
（
一
七
九
九
年
（
２
））
を
発
表
し
、
近
代
に
お
け
る
宗
教
の
意
味
と
不
可
欠
性
を
強
く
世
人
に
訴
え
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
一
方
、
芸
術
と
宗
教
の
総
合
を
目
指
し
て
行
動
し
た
芸
術
家
も
い
た
。
ル
ン
ゲ
よ
り
一
回
り
（
一
二
歳
）
若
い
画
家
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
は
、
一
八
〇
九
年
、
ウ
ィ
ー
ン
で
プ
フ
ォ
ル
と
と
も
に
「
ル
ー
カ
ス
兄
弟
団
」
を
結
成
し
、
翌
一
八
一
〇
年
に
は
ロ
ー
マ
に
移
住
し
て
新
し
い
宗
教
画
の
理
想
を
求
め
て
創
作
活
動
に
専
念
し
た
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
ナ
ザ
レ
派
」
は
、
ち
な
み
に
、
十
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
1
ス
に
花
咲
い
た
「
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
」
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
も
な
っ
た
（
３
）。ル
ン
ゲ
が
本
格
的
に
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
、
一
八
〇
〇
年
頃
か
ら
没
年
の
一
八
一
〇
年
ま
で
の
ほ
ぼ
十
年
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
右
に
見
る
よ
う
に
、『
芸
術
を
愛
す
る
あ
る
修
道
僧
の
真
情
の
吐
露
』
と
『
宗
教
論
』
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
「
ナ
ザ
レ
派
」
の
行
動
開
始
の
時
期
と
一
致
す
る
。
芸
術
と
宗
教
の
関
わ
り
が
注
目
さ
れ
た
こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
の
中
で
、
ル
ン
ゲ
は
こ
の
テ
ー
マ
を
独
自
の
視
点
か
ら
掘
り
下
げ
て
い
っ
た
。
本
稿
で
は
、『
聖
書
』
に
取
材
し
た
作
品
を
中
心
に
、
ル
ン
ゲ
の
宗
教
画
の
特
性
に
つ
い
て
し
ば
し
考
察
し
て
み
た
い
。
ル
ン
ゲ
と
『
聖
書
』
最
初
に
、
ル
ン
ゲ
と
『
聖
書
』
の
関
係
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
一
七
九
七
年
、
ル
ン
ゲ
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
兄
ダ
ニ
エ
ル
の
商
社
を
辞
め
、
同
年
夏
か
ら
一
年
間
、
素
描
の
授
業
を
受
け
た
あ
と
、
一
七
九
九
年
秋
か
ら
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
と
な
っ
た
。
当
時
、
つ
ま
り
画
家
と
し
て
の
活
動
初
期
、
彼
は
驚
く
ほ
ど
頻
繁
に
「
聖
家
族
」
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
た
（
４
）。
模
範
と
な
っ
た
の
は
、
一
六
・
一
七
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
巨
匠
、
と
り
わ
け
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
取
材
し
た
銅
版
画
等
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（
図
版
１
）。
生
涯
に
わ
た
っ
て
家
族
を
大
切
に
し
た
ル
ン
ゲ
に
と
っ
て
、「
聖
家
族
」
は
、
家
族
の
い
わ
ば
理
想
タ
イ
プ
と
し
て
、
実
生
活
と
芸
術
活
動
の
両
面
に
わ
た
っ
て
最
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
家
族
を
描
い
た
彼
の
多
く
の
作
品
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
（
５
）。
と
こ
ろ
で
、「
聖
家
族
」
の
ス
ケ
ッ
チ
群
以
後
、『
聖
書
』
に
題
材
を
と
っ
た
ル
ン
ゲ
の
作
品
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
６
）。
一
七
九
八
年
『
幼
児
モ
ー
セ
の
発
見
』A
uffindung
des
M
osesknaben
（
素
描
）
図版１ ルンゲ「幼児ヨハネを伴
う聖家族」１７９９年
2
一
八
〇
四
年
頃
『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』D
ie
A
ussetzung
des
M
osesknaben
（
素
描
）
一
八
〇
五
／
〇
六
年
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』D
ie
R
uhe
aufder
Flucht
（
油
彩
）
一
八
〇
六
年
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』Petrus
auf
dem
M
eer
（
油
彩
）
一
八
〇
七
年
『
竪
琴
を
持
つ
ダ
ヴ
ィ
デ
王
』K
önig
D
avid
m
it
der
H
arfe
（
油
彩
）
右
の
う
ち
、『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
お
よ
び
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
に
は
、
油
彩
以
外
に
、
多
数
の
習
作
が
残
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。
ル
ン
ゲ
の
本
格
的
な
画
業
期
間
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
八
〇
〇
年
頃
か
ら
約
十
年
間
に
過
ぎ
な
い
が
、『
聖
書
』
に
取
材
し
た
作
品
群
は
そ
の
中
期
の
ほ
ん
の
数
年
に
集
中
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、『
幼
児
モ
ー
セ
の
発
見
』
／
『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』（
第
一
章
）、『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』（
第
二
章
）
そ
し
て
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』（
第
三
章
）
に
つ
い
て
、「
文
学
と
美
術
」
の
観
点
か
ら
鑑
賞
・
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
章
『
幼
児
モ
ー
セ
の
発
見
』
／
『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
表
題
の
ル
ン
ゲ
の
二
作
品
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
偉
大
な
指
導
者
で
あ
り
立
法
者
で
あ
る
モ
ー
セ
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る
伝
説
圏
か
ら
題
材
を
取
っ
て
い
る
。
前
史
を
ま
と
め
る
と
こ
う
な
る
（
７
）。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
始
ま
る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
祖
先
の
物
語
は
、
イ
サ
ク
と
ヤ
コ
ブ
の
生
涯
を
経
て
、
ヨ
セ
フ
の
物
語
に
繋
が
る
が
、
ヨ
セ
フ
は
兄
弟
に
謀
ら
れ
て
エ
ジ
プ
ト
に
連
れ
去
ら
れ
る
。
し
か
し
ヨ
セ
フ
は
当
地
で
出
世
し
、
や
が
て
彼
の
も
と
に
、
食
料
を
求
め
て
兄
弟
た
ち
も
や
っ
て
来
る
。
こ
う
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
一
族
は
エ
ジ
プ
ト
に
定
住
す
る
（『
旧
約
聖
書
』「
創
世
記
」）。
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
は
そ
れ
に
続
く
物
語
で
、
神
に
選
ば
れ
た
モ
ー
セ
が
、
奴
隷
状
態
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
エ
ジ
プ
ト
か
ら
約
束
の
地
カ
ナ
ン
へ
導
く
経
緯
を
描
く
。
第
一
章
、
エ
ジ
プ
ト
へ
下
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
ヨ
セ
フ
の
時
代
、
ま
す
ま
す
そ
の
人
数
を
増
や
し
、
そ
れ
を
脅
威
に
感
じ
た
エ
ジ
プ
ト
王
（
フ
ァ
ラ
オ
）
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
強
制
労
働
を
課
し
て
彼
ら
を
苦
し
め
、
遂
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
生
ま
れ
た
男
の
子
は
ナ
イ
ル
川
へ
投
じ
、
女
の
子
は
生
か
し
て
3
お
く
よ
う
に
、
と
全
国
民
に
命
じ
る
。
続
く
第
二
章
は
モ
ー
セ
誕
生
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
レ
ビ
の
家
の
出
の
あ
る
男
が
同
じ
レ
ビ
人
の
娘
を
め
と
っ
た
。
彼
女
は
身
ご
も
り
、
男
の
子
を
産
ん
だ
が
、
そ
の
子
が
か
わ
い
か
っ
た
の
を
見
て
、
三
か
月
の
間
隠
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
も
は
や
隠
し
き
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
パ
ピ
ル
ス
の
籠
を
用
意
し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
ピ
ッ
チ
で
防
水
し
、
そ
の
中
に
男
の
子
を
入
れ
、
ナ
イ
ル
河
畔
の
葦
の
茂
み
の
間
に
置
い
た
。
そ
の
子
の
姉
が
遠
く
に
立
っ
て
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と
様
子
を
見
て
い
る
と
、
そ
こ
へ
、
フ
ァ
ラ
オ
の
王
女
が
水
浴
び
を
し
よ
う
と
川
に
下
り
て
来
た
。
そ
の
間
侍
女
た
ち
は
川
岸
を
行
き
来
し
て
い
た
。
王
女
は
、
葦
の
茂
み
の
間
に
籠
を
見
つ
け
た
の
で
、
仕
え
女
を
や
っ
て
取
っ
て
来
さ
せ
た
。
開
け
て
み
る
と
赤
ん
坊
が
お
り
、
し
か
も
男
の
子
で
、
泣
い
て
い
た
。
王
女
は
ふ
び
ん
に
思
い
、
「
こ
れ
は
、
き
っ
と
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
子
で
す
」
と
言
っ
た
。
そ
の
と
き
、
そ
の
子
の
姉
が
フ
ァ
ラ
オ
の
王
女
に
申
し
出
た
。「
こ
の
子
に
乳
を
飲
ま
せ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
乳
母
を
呼
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
か
。」
「
そ
う
し
て
お
く
れ
」
と
、
王
女
が
頼
ん
だ
の
で
、
娘
は
早
速
そ
の
子
の
母
を
連
れ
て
来
た
。
王
女
が
、「
こ
の
子
を
連
れ
て
行
っ
て
、
わ
た
し
に
代
わ
っ
て
乳
を
飲
ま
せ
て
お
や
り
。
手
当
て
は
わ
た
し
が
出
し
ま
す
か
ら
」
と
言
っ
た
の
で
、
母
親
は
そ
の
子
を
引
き
取
っ
て
乳
を
飲
ま
せ
、
そ
の
子
が
大
き
く
な
る
と
、
王
女
の
も
と
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
子
は
こ
う
し
て
、
王
女
の
子
と
な
っ
た
。
王
女
は
彼
を
モ
ー
セ
と
名
付
け
て
言
っ
た
。「
水
の
中
か
ら
わ
た
し
が
引
き
上
げ
た
（
マ
ー
シ
ャ
ー
）
の
で
す
か
ら
。」
（
新
共
同
訳
（
８
））
こ
の
場
面
の
登
場
人
物
は
、
モ
ー
セ
の
母
親
（
ヘ
ブ
ラ
イ
人
）、
幼
児
モ
ー
セ
、
そ
の
姉
、
フ
ァ
ラ
オ
の
王
女
お
よ
び
そ
の
侍
女
た
ち
で
あ
る
。
ル
ン
ゲ
は
、
先
の
年
譜
の
よ
う
に
、
初
期
の
習
作
期
に
「
幼
児
モ
ー
セ
の
発
見
」（
一
七
九
八
年
）（
図
版
２
）
を
、
そ
れ
か
ら
六
年
後
に
「
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
」（
一
八
〇
四
年
）（
図
版
３
）
を
描
い
て
い
る
。
前
者
『
幼
児
モ
ー
セ
の
発
見
』
で
は
、
発
見
さ
れ
た
赤
子
を
多
数
の
人
物
が
興
味
深
げ
に
覗
き
込
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
銅
版
画
の
自
由
な
模
写
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
H
・
ホ
ー
ル
（
９
））
こ
の
一
葉
は
、
フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
の
画
家
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
の
『
川
か
ら
救
わ
れ
る
モ
ー
セ
』（
一
六
三
八
年
）（
図
版
４
）
や
同
タ
イ
ト
ル
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ラ
・
フ
ォ
ッ
ス
の
作
品
4
図版２ ルンゲ「幼児モーセの発見」１７９８
年
図版４ プッサン「川から救われるモーセ」１６３８年
図版３ ルンゲ「幼児モーセの遺棄」
１８０４年
5
（
一
七
〇
一
年
）（
図
版
５
）、
あ
る
い
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
画
家
テ
ィ
エ
ー
ポ
ロ
の
『
モ
ー
セ
の
発
見
』（
一
七
四
〇
年
）（
図
版
６
）
の
系
譜
に
属
す
る
構
図
を
用
い
て
い
る
。
活
き
活
き
し
た
人
物
群
像
が
印
象
的
な
素
描
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
の
登
場
人
物
は
、
主
に
母
親
と
川
に
遺
棄
さ
れ
る
幼
児
の
二
人
で
、
他
に
画
面
左
上
に
薄
く
二
人
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
人
は
フ
ァ
ラ
オ
の
娘
、
屈
図版６ ティエーポロ「モーセの発見」１７４０年
図版５ シャルル・ド・ラ・フォッス「川から救わ
れるモーセ」１７０１年
6
ん
で
い
る
も
う
一
人
は
モ
ー
セ
の
姉
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
１０
）。
全
体
に
簡
素
な
情
景
の
中
で
、
母
親
が
わ
が
子
を
川
に
流
す
瞬
間
を
捉
え
て
い
る
。
ル
ン
ゲ
は
同
年
、
母
と
子
の
親
密
な
一
体
感
を
『
泉
の
そ
ば
の
母
』D
ie
M
utter
an
der
Q
uelle
（
一
九
三
一
年
焼
失
）（
図
版
７
）
で
陰
影
豊
か
に
描
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
作
品
と
ま
さ
し
く
対
を
な
す
。
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
指
導
者
モ
ー
セ
に
関
し
て
は
、「
燃
え
る
柴
」、
「
紅
海
の
渡
渉
」、「
岩
か
ら
水
を
出
す
モ
ー
セ
」、「
十
戒
の
石
板
を
授
か
る
モ
ー
セ
」、「
青
銅
の
蛇
」
等
々
、
多
く
の
有
名
な
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
生
ま
れ
て
す
ぐ
ナ
イ
ル
川
に
遺
棄
さ
れ
た
物
語
も
そ
の
一
つ
だ
が
（
１１
）、
こ
の
場
合
、
葦
の
茂
み
で
の
「
モ
ー
セ
の
発
見
」
あ
る
い
は
「
川
か
ら
救
わ
れ
る
モ
ー
セ
」
が
、
従
来
し
ば
し
ば
絵
画
作
品
の
場
面
と
な
っ
て
い
た
。
ル
ン
ゲ
も
習
作
期
に
そ
の
シ
ー
ン
を
描
い
て
い
る
が
（『
幼
児
モ
ー
セ
の
発
見
』）、
一
八
〇
四
年
の
『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
は
そ
の
前
段
の
場
面
を
扱
っ
て
い
る
。
モ
ー
セ
の
生
み
の
母
が
、
右
手
で
岸
辺
の
木
の
枝
に
掴
ま
り
な
が
ら
、
片
足
を
水
の
中
に
踏
み
入
れ
、
愛
す
る
わ
が
子
を
乗
せ
た
籠
の
舟
に
そ
っ
と
手
を
か
け
て
、
今
ま
さ
に
そ
れ
を
川
に
流
そ
う
と
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
発
見
と
救
出
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
遺
棄
の
場
面
で
、
母
親
と
愛
児
の
別
れ
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
前
記
『
泉
の
そ
ば
の
母
』
に
お
け
る
母
と
子
の
一
体
感
と
、
こ
の
『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
の
別
離
は
、
お
そ
ら
く
意
図
的
に
対
照
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
互
い
が
一
層
深
い
意
味
を
明
か
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、「
遺
棄
」die
A
ussetzung
は
、
神
話
、
伝
説
、
昔
話
等
、
い
わ
ゆ
る
伝
承
・
口
承
文
学
の
歴
史
の
中
で
き
わ
め
て
重
要
図版７ ルンゲ「泉のそばの母」１８０４年
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な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
（
１２
）。
遺
棄
の
物
語
は
、
特
に
東
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
、
中
近
東
、
地
中
海
沿
岸
地
域
、
さ
ら
に
は
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
広
く
分
布
し
、
遺
棄
さ
れ
る
場
所
は
、
森
、
荒
野
、
山
、
川
等
な
ど
多
様
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
遺
棄
さ
れ
た
幼
児
に
は
、
苦
難
の
あ
と
、
王
国
や
都
市
を
建
設
す
る
等
、
輝
か
し
い
未
来
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
遺
棄
で
も
、
川
や
海
、
つ
ま
り
水
の
中
へ
の
遺
棄
は
格
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
箱
に
入
れ
ら
れ
、
海
や
川
を
漂
流
す
る
幼
児
―
の
ち
の
英
雄
―
を
め
ぐ
る
伝
説
は
、
モ
ー
セ
以
外
に
も
多
い
。
例
え
ば
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
英
雄
ペ
ル
セ
ウ
ス
は
、
黄
金
の
雨
と
な
っ
た
ゼ
ウ
ス
が
ダ
ナ
エ
ー
と
交
わ
っ
て
生
ま
れ
た
が
、
赤
子
の
と
き
母
親
ダ
ナ
エ
ー
と
と
も
に
箱
に
入
れ
ら
れ
て
海
を
漂
流
し
た
（
シ
モ
ニ
デ
ス
の
詩
（
１３
））。
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
に
関
し
て
も
、
母
親
セ
メ
レ
ー
と
一
緒
に
箱
に
入
れ
ら
れ
海
を
渡
っ
た
と
す
る
伝
承
が
あ
る
（
１４
）。
ア
ル
プ
ス
以
北
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
例
え
ば
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
伝
承
で
も
、
詳
し
く
は
措
く
が
、
類
似
の
物
語
が
多
数
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
１５
）。
さ
て
、『
旧
約
聖
書
』
の
注
解
書
に
よ
る
と
、
モ
ー
セ
が
入
れ
ら
れ
た
葦
舟
は
、「
ノ
ア
の
箱
舟
」（「
創
世
記
」
第
六
章
第
一
四
節
）
の
一
類
型
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
民
族
、
否
、
人
類
を
救
出
す
る
箱
＝
舟
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
様
々
な
民
族
に
共
通
す
る
、
ユ
ン
グ
の
い
わ
ゆ
る
原
型
（A
rchetypus
）
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
は
、
聖
書
解
釈
学
や
伝
承
文
学
の
歴
史
の
中
に
大
き
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
ル
ン
ゲ
の
描
く
そ
の
場
面
は
、
そ
う
し
た
背
景
を
出
来
る
だ
け
カ
ッ
ト
し
、
母
親
と
遺
棄
さ
れ
る
幼
児
と
い
う
テ
ー
マ
に
特
化
し
て
、
二
人
の
関
わ
り
を
こ
の
上
な
く
純
粋
か
つ
親
密
に
描
写
し
て
い
る
点
、
き
わ
め
て
ル
ン
ゲ
的
で
あ
る
（
１６
）。
絵
画
を
学
び
始
め
た
頃
か
ら
、
ル
ン
ゲ
は
「
聖
家
族
」
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
が
、『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
に
お
け
る
母
と
子
の
姿
は
、
ど
こ
か
『
新
約
聖
書
』
の
マ
リ
ア
と
イ
エ
ス
を
想
起
さ
せ
る
。
『
旧
約
聖
書
』
の
人
物
や
出
来
事
は
、『
新
約
聖
書
』
の
人
物
や
出
来
事
に
正
確
に
対
応
す
る
、
と
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
予
型
論
」Typo-
logie （１７
）に
よ
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
指
導
者
と
な
っ
た
モ
ー
セ
は
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
の
物
語
の
原
型
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（
１８
）。
そ
れ
ゆ
え
、
モ
ー
セ
と
そ
の
母
は
、
イ
エ
ス
と
マ
リ
ア
の
予
型
と
言
っ
て
よ
い
。
実
生
活
で
も
創
作
で
も
、「
家
族
」
に
強
く
結
ば
れ
て
い
た
ル
ン
ゲ
は
、
察
す
る
に
、「
聖
家
族
」
の
予
型
と
し
て
の
モ
ー
セ
の
物
語
に
着
目
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ル
ン
ゲ
の
『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
に
お
け
る
人
物
像
は
、
現
代
の
我
々
か
ら
見
て
も
、
何
と
身
近
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
か
。
レ
ビ
人
で
あ
る
モ
ー
セ
の
母
は
、
女
性
ら
し
く
も
体
格
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逞
し
く
、
服
装
も
質
素
そ
の
も
の
で
、
川
の
中
に
入
れ
た
左
の
素
足
は
、
水
に
屈
折
し
な
が
ら
、
が
っ
し
り
と
水
底
を
踏
み
し
め
て
い
る
。
プ
ッ
サ
ン
の
古
典
的
な
重
厚
さ
、
ド
・
ラ
・
フ
ォ
ッ
ス
の
雅
さ
、
テ
ィ
エ
ー
ポ
ロ
の
劇
の
一
場
面
の
よ
う
な
様
式
性
と
比
べ
る
と
、
ル
ン
ゲ
の
描
く
モ
ー
セ
の
母
の
姿
と
表
情
は
、
母
親
ら
し
い
親
密
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
一
方
、
籠
の
中
で
両
手
を
上
に
あ
げ
、
仰
向
け
に
寝
て
い
る
赤
子
モ
ー
セ
は
、
ル
ン
ゲ
晩
年
の
『
大
き
な
朝
』
画
面
下
に
横
た
わ
る
赤
子
の
姿
そ
の
ま
ま
で
、
幼
児
の
天
真
爛
漫
さ
を
表
現
す
る
ル
ン
ゲ
独
特
の
そ
の
ポ
ー
ズ
は
、
優
し
く
、
し
か
し
決
然
と
わ
が
子
を
葦
舟
に
乗
せ
て
手
放
す
母
親
の
姿
と
対
照
的
で
あ
る
。
『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
の
翌
年
、
ル
ン
ゲ
は
い
よ
い
よ
「
聖
家
族
」
の
一
場
面
を
題
材
に
、
大
作
に
取
り
か
か
る
。『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
二
章
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
を
描
い
た
翌
一
八
〇
五
年
、
ル
ン
ゲ
は
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
の
図
画
教
師
J
・
G
・
ク
ヴ
ィ
ス
ト
ル
プ
か
ら
依
頼
を
受
け
る
。
同
地
の
マ
リ
ア
教
会
の
祭
壇
画
で
あ
る
。
ル
ン
ゲ
は
そ
の
た
め
に
一
八
〇
六
年
の
春
ま
で
、『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
に
取
り
組
む
（
１９
）。
現
在
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
立
美
術
館
に
は
、
こ
の
作
品
の
い
く
つ
か
の
下
絵
と
油
彩
画
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
２０
）。
数
枚
の
素
描
、
す
な
わ
ち
、
両
手
を
挙
げ
て
横
た
わ
る
『
幼
児
イ
エ
ス
』（
一
八
〇
五
年
）、『
幼
児
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る
マ
リ
ア
』（
同
年
）、
焚
火
の
火
を
掻
き
起
こ
す
『
ヨ
セ
フ
』（
同
年
）、
人
物
の
い
な
い
灰
色
の
筆
画
『
ナ
イ
ル
の
谷
風
景
』（
一
八
〇
五
／
〇
六
年
）（
図
版
８
）、『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
の
ペ
ン
画
（
一
八
〇
五
年
）、
同
題
の
ペ
ン
と
筆
に
よ
る
黒
・
灰
色
の
絵
（
一
八
〇
五
年
）（
図
版
９
）、
そ
し
て
同
じ
題
の
油
彩
画
（
一
八
〇
五
／
〇
六
年
）（
図
版
１０
）
で
あ
る
。
こ
の
油
彩
は
縦
九
六
・
五
×
横
一
二
九
・
五
c
m
で
、
他
の
下
絵
よ
り
も
サ
イ
ズ
が
大
き
い
。
本
稿
で
は
そ
の
作
品
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
。
最
初
に
、
画
題
の
出
典
で
あ
る
『
聖
書
』
本
文
を
読
ん
で
み
た
い
。
『
新
約
聖
書
』「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
二
章
が
そ
れ
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
の
前
段
、
同
福
音
書
第
一
章
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
以
下
要
約
）。
マ
リ
ア
と
の
婚
約
中
、
聖
霊
に
よ
っ
て
彼
女
が
身
ご
も
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
婚
約
破
棄
を
決
意
し
た
ヨ
セ
フ
の
も
と
に
、
主
の
天
使
が
夢
に
現
れ
、
妻
マ
リ
ア
を
迎
え
、
生
ま
れ
る
子
供
に
イ
エ
ス
と
名
付
け
る
よ
う
に
、
と
告
げ
る
。
第
二
章
の
前
半
は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
マ
タ
イ
に
よ
9
れ
ば
、
ヘ
ロ
デ
王
の
時
代
、
ユ
ダ
ヤ
の
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
イ
エ
ス
が
生
ま
れ
、
そ
の
時
、
東
方
か
ら
占
星
術
の
学
者
た
ち
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
訪
れ
、
ヘ
ロ
デ
王
に
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
王
と
し
て
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
方
」
の
誕
生
の
地
を
教
え
て
く
だ
さ
い
、
と
尋
ね
る
。
不
安
を
抱
い
た
王
は
そ
の
場
所
を
確
か
め
、
占
星
術
の
学
者
を
そ
こ
へ
送
り
込
む
。
星
に
導
か
れ
そ
こ
に
着
い
た
学
者
た
ち
は
幼
子
を
拝
む
。
し
か
し
夢
で
ヘ
ロ
デ
王
の
も
と
に
は
帰
る
な
と
告
げ
ら
れ
、
彼
ら
は
別
の
道
を
通
っ
て
自
分
の
国
に
帰
る
。
こ
う
し
て
、
占
星
術
の
学
者
た
ち
が
帰
っ
て
行
く
と
、
主
の
天
使
が
夢
で
ヨ
セ
フ
に
現
れ
て
言
っ
た
。「
起
き
て
、
子
供
と
そ
の
母
親
を
連
れ
て
、
エ
ジ
プ
ト
に
逃
げ
、
わ
た
し
が
告
げ
る
ま
で
、
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
さ
い
。
ヘ
ロ
デ
が
、
こ
の
子
を
探
し
出
し
て
殺
そ
う
と
し
て
い
る
。」
ヨ
セ
フ
は
起
き
て
、
夜
の
う
ち
に
幼
子
と
そ
の
母
を
連
れ
て
エ
ジ
プ
ト
へ
去
り
、
ヘ
ロ
デ
が
死
ぬ
ま
で
そ
こ
に
い
た
。
そ
れ
は
、「
わ
た
し
は
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
わ
た
し
の
子
を
呼
び
出
し
た
」
と
、
主
が
預
言
者
を
通
し
て
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（
２１
）。
占
星
術
の
学
者
に
騙
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
ヘ
ロ
デ
王
は
怒
り
狂
い
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
と
そ
の
周
辺
の
二
歳
以
下
の
男
児
を
皆
殺
し
に
さ
せ
る
。
時
は
過
ぎ
、
ヘ
ロ
デ
王
が
死
ぬ
と
、
夢
の
お
告
げ
が
あ
っ
て
、
ヨ
セ
フ
は
幼
子
と
マ
リ
ア
を
連
れ
イ
ス
ラ
エ
ル
に
帰
国
す
る
。
し
か
し
、
後
継
王
を
避
け
、
彼
ら
は
ナ
ザ
レ
に
移
り
住
む
。
以
上
が
、
聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
前
後
に
関
す
る
マ
タ
イ
の
記
述
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
共
観
福
音
書
」（
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
ル
カ
）
の
中
で
、
こ
の
場
面
を
扱
っ
て
い
る
の
は
、
意
外
に
も
マ
タ
イ
の
み
で
あ
る
。
西
洋
の
宗
教
画
の
中
で
、
東
方
の
三
博
士
（
占
星
術
図版８ ルンゲ「ナイルの谷風景」１８０５
／０６年
図版９ ルンゲ「エジプトへの逃避途
上の休息」１８０５年（ペンと筆）
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の
学
者
）
の
イ
エ
ス
礼
拝
は
特
に
頻
繁
に
描
か
れ
て
き
た
が
、
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
シ
ー
ン
も
、
ジ
ョ
ッ
ト
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
バ
テ
ィ
ニ
ー
ル
、
ア
ン
ニ
ー
バ
レ
・
カ
ラ
ッ
チ
等
、
多
く
の
画
家
が
題
材
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
中
世
は
割
愛
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
例
か
ら
、
ヘ
ラ
ル
ト
・
ダ
フ
ィ
ッ
ト
、
ア
ダ
ム
・
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
そ
し
て
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
を
、
ル
ン
ゲ
と
の
比
較
の
た
め
に
、
参
照
し
て
み
た
い
。
ま
ず
ル
ン
ゲ
の
油
彩
画
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
（
図
版
１０
）
の
構
図
を
確
認
し
て
お
く
。
前
景
、
向
か
っ
て
左
に
ヨ
セ
フ
、
そ
の
背
後
に
驢
馬
が
い
る
。
画
面
中
央
に
幼
子
イ
エ
ス
、
右
側
に
そ
れ
を
見
守
る
母
マ
リ
ア
、
背
後
に
は
高
い
ユ
リ
ノ
キ
が
立
ち
、
枝
に
天
使
た
ち
が
腰
か
け
て
い
る
。
以
上
、
前
景
の
枠
組
み
の
向
こ
う
側
中
央
、
遥
か
彼
方
に
、
ナ
イ
ル
川
の
谷
間
の
風
景
が
広
々
と
開
け
て
い
る
。
よ
く
観
察
す
る
と
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
聳
え
、
明
る
い
光
が
今
ま
さ
に
地
平
線
か
ら
射
し
始
め
て
い
る
。
前
景
に
横
た
わ
る
幼
児
イ
エ
ス
は
両
手
と
視
線
で
そ
の
光
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
長
い
棒
で
焚
火
を
か
き
消
す
ヨ
セ
フ
は
す
で
に
初
老
の
風
貌
、
一
方
、
両
手
を
組
み
わ
が
子
を
見
つ
め
る
若
い
マ
リ
ア
は
落
ち
着
い
た
気
品
に
満
ち
て
い
る
。
画
面
左
端
で
鞍
を
高
々
と
空
に
突
き
出
し
、
正
面
に
向
か
っ
て
首
を
下
げ
た
驢
馬
は
、
遠
近
法
の
短
縮
効
果
で
、
異
様
図版１０ ルンゲ「エジプトへの逃避上の休息」１８０５／０６年（油彩）
11
な
迫
力
が
あ
る
。
以
上
、
ル
ン
ゲ
の
場
面
を
、
彼
以
前
の
画
家
た
ち
の
そ
れ
と
比
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
、
フ
ラ
ン
ド
ル
出
身
の
ヘ
ラ
ル
ト
・
ダ
フ
ィ
ッ
トG
erard
D
avid
（
一
四
六
〇
―
一
五
二
三
年
）
の
代
表
作
の
一
つ
、『
エ
ジ
プ
ト
逃
避
途
上
の
休
息
』（
一
五
一
〇
年
頃
）（
図
版
１１
）。
画
面
中
央
、
小
高
い
丘
に
大
き
く
聖
母
子
、
左
側
の
森
に
驢
馬
、
右
側
に
棒
で
木
の
枝
を
打
つ
ヨ
セ
フ
が
描
か
れ
て
い
る
。
家
々
が
点
在
す
る
遠
景
の
な
だ
ら
か
な
丘
の
風
景
は
、
ブ
ル
ー
の
色
調
で
統
一
さ
れ
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
を
想
わ
せ
る
。
青
衣
の
マ
リ
ア
と
葡
萄
の
房
を
摘
む
幼
児
キ
リ
ス
ト
の
姿
は
宗
教
画
の
伝
統
に
連
な
る
が
、
中
世
の
無
時
間
的
な
時
空
と
は
異
な
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
、
と
い
う
時
間
の
中
へ
、
換
言
す
れ
ば
、
物
語
の
流
れ
へ
と
、
鑑
賞
者
の
意
識
を
誘
う
（
２２
）。
イ
タ
リ
ア
・
バ
ロ
ッ
ク
の
画
家
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョC
aravaggio
（
一
五
七
一
﹇
三
﹈
―
一
六
一
〇
年
）
の
初
期
の
作
品
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』（
一
五
九
四
／
九
五
年
）（
図
版
１２
）。
画
面
中
央
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
後
ろ
向
き
の
天
使
が
描
か
れ
、
そ
の
左
側
で
初
老
の
ヨ
セ
フ
が
楽
譜
を
天
使
に
見
せ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
驢
馬
の
頭
部
。
画
面
右
側
、
若
々
し
い
聖
母
マ
リ
ア
が
幼
児
キ
リ
ス
ト
を
抱
き
な
が
ら
、
楽
の
音
に
誘
わ
れ
、
座
っ
た
ま
ま
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
眠
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
裸
体
の
天
使
の
生
々
し
い
美
し
さ
が
印
象
的
で
あ
る
。
木
陰
が
彼
ら
を
包
み
、
右
手
遠
方
に
は
丘
が
連
な
っ
て
い
る
（
２３
）。
次
に
、
ア
ダ
ム
・
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ーA
dam
E
lsheim
er
（
一
五
七
八
―
一
六
一
〇
年
）
と
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ンC
laude
Lorrain
図版１１ ヘラルト・ダフィット「エジプト逃避途上の
休息」１５１０年頃
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（
一
六
〇
〇
―
一
六
八
二
年
）
の
描
く
場
面
。
そ
こ
で
は
人
物
が
風
景
の
中
に
ほ
と
ん
ど
溶
け
込
ん
で
い
る
。
前
者
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
の
名
画
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
月
明
か
り
』（
一
六
〇
九
年
）
（
図
版
１３
）
で
は
、
画
面
右
に
中
空
の
月
と
川
面
に
映
る
月
明
か
り
が
描
か
れ
、
神
秘
的
情
景
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
。
一
転
、
暗
い
森
の
中
、
そ
の
左
端
に
ロ
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）
が
焚
火
を
囲
み
、
画
面
中
央
で
は
聖
家
族
が
明
か
り
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
。
聖
母
子
は
驢
馬
に
乗
り
、
ヨ
セ
フ
が
そ
の
傍
ら
に
立
っ
て
い
る
。
黒
々
と
し
た
夜
の
風
景
は
、
聖
家
族
の
行
路
に
大
き
な
不
安
を
投
げ
か
け
る
。
し
か
し
、
図版１２ カラヴァッジョ「エジプトへの逃避途上の休息」１５９４／９５
年
図版１３ アダム・エルスハイマー「エジプトへの逃避
途上の月明かり」１６０９年
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一
条
の
光
が
か
す
か
な
希
望
を
残
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
明
暗
法
に
感
化
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
光
と
闇
の
対
比
が
印
象
的
な
光
景
で
あ
る
（
２４
）。
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
の
風
景
画
に
影
響
を
受
け
た
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
を
伴
う
風
景
』（
一
六
四
七
年
）（
図
版
１４
）
で
は
、
聖
書
の
主
題
は
、
雄
大
な
い
わ
ゆ
る
「
理
想
風
景
」
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
、
限
り
な
く
そ
の
物
語
性
を
失
っ
て
ゆ
く
。
題
名
が
な
け
れ
ば
、
左
側
の
森
の
中
の
聖
家
族
の
存
在
は
気
付
か
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
（
２５
）。
以
上
四
作
品
と
ル
ン
ゲ
の
『
エ
ジ
プ
ト
逃
避
途
上
の
休
息
』
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
特
徴
が
い
く
つ
か
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
。
最
初
は
時
の
問
題
。
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
は
夜
の
風
景
の
中
に
主
題
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
家
族
の
旅
の
不
安
と
物
語
に
内
在
す
る
神
秘
性
を
予
感
さ
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
は
瑞
々
し
い
朝
の
風
景
の
中
に
聖
家
族
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、
苦
難
に
満
ち
た
彼
ら
の
旅
に
束
の
間
の
休
息
を
準
備
す
る
。
ル
ン
ゲ
も
、
同
じ
く
朝
の
風
景
を
背
景
に
、
聖
家
族
の
休
息
を
描
い
て
い
る
が
、
ロ
ラ
ン
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
、
風
景
は
聖
書
の
物
語
内
容
を
出
来
る
だ
け
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
央
の
遠
景
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
聳
え
る
ナ
イ
ル
川
の
谷
間
風
景
を
繰
り
広
げ
る
図版１４ クロード・ロラン「エジプトへの逃避を伴う風景」１６４７年
14
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
全
体
は「
朝
日
が
昇
る
国
」、
ド
イ
ツ
語
のM
or-
gen−land＝
「
東
洋
」
を
強
く
意
識
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
西
洋
文
化
の
発
祥
地
と
し
て
の
東
洋
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
ル
ン
ゲ
が
愛
読
し
た
J
・
G
・
ヘ
ル
ダ
ー
の
著
書
の
中
で
も
と
り
わ
け
『
人
類
最
古
の
知
恵
』（
一
七
七
六
年
）
が
詳
し
く
語
っ
て
い
る
。
旧
約
聖
書
の
世
界
に
光
を
当
て
た
こ
の
作
品
は
、
ヤ
ー
コ
プ
・
ベ
ー
メ
の
『
ア
ウ
ロ
ー
ラ
』
と
と
も
に
、
ル
ン
ゲ
の
重
要
な
発
想
源
と
な
っ
た
よ
う
だ
（
２６
）。
朝
日
を
捉
え
よ
う
と
し
て
、
幼
児
イ
エ
ス
は
両
手
を
伸
ば
し
、
視
線
を
向
け
る
。
東
か
ら
射
し
上
る
太
陽
、
そ
の
光
を
捉
え
よ
う
と
す
る
イ
エ
ス
自
身
が
、
逆
に
、
人
類
に
希
望
を
も
た
ら
す
光
そ
の
も
の
を
象
徴
す
る
こ
の
図
像
は
、
ル
ン
ゲ
最
後
の
大
作
『
小
さ
な
朝
』
と
『
大
き
な
朝
』
の
主
題
と
な
っ
て
ゆ
く
。
次
に
場
所
の
問
題
。
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
園
を
想
わ
せ
る
ダ
フ
ィ
ッ
ト
の
風
景
に
比
べ
る
と
、
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
―
シ
チ
リ
ア
の
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
―
は
聖
書
的
風
景
に
近
い
が
、
ル
ン
ゲ
は
東
方
（
オ
リ
エ
ン
ト
）
の
風
景
を
表
現
す
る
た
め
に
、
遠
景
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
配
し
、
さ
ら
に
そ
の
遥
か
彼
方
に
ナ
イ
ル
渓
谷
を
臨
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
描
く
作
品
の
場
所
的
背
景
を
同
定
さ
せ
る
。
人
物
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
幼
児
イ
エ
ス
の
描
き
方
を
見
る
と
、
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
と
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
で
は
ほ
と
ん
ど
見
分
け
が
つ
か
な
い
が
、
ダ
フ
ィ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
マ
リ
ア
の
膝
の
上
で
葡
萄
の
房
を
摘
む
イ
エ
ス
は
、
幼
い
な
が
ら
も
特
別
の
気
品
に
満
ち
て
い
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
作
品
で
は
、
眠
る
幼
児
の
柔
ら
か
い
肌
の
感
触
が
印
象
的
で
あ
る
。
一
方
、
ル
ン
ゲ
の
幼
児
キ
リ
ス
ト
は
、
マ
リ
ア
に
抱
か
れ
る
伝
統
的
な
構
図
で
は
な
い
。
長
い
ヴ
ェ
ー
ル
に
横
た
わ
り
、
朝
日
に
向
か
っ
て
両
手
を
伸
ば
し
視
線
を
送
る
独
特
の
ポ
ー
ズ
、
ル
ン
ゲ
作
品
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
姿
で
あ
る
（
２７
）。
天
使
を
ダ
フ
ィ
ッ
ト
は
描
い
て
い
な
い
が
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
油
彩
で
は
、
絵
全
体
の
む
し
ろ
主
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
後
ろ
向
き
に
画
面
中
央
、
堂
々
と
立
っ
て
い
る
。
ル
ン
ゲ
の
絵
で
は
、
天
使
た
ち
は
右
手
の
ユ
リ
ノ
キ
の
大
木
の
枝
に
腰
か
け
、
一
人
は
遠
方
を
、
も
う
一
人
は
高
み
か
ら
イ
エ
ス
を
覗
き
込
ん
で
い
る
。
す
べ
て
の
絵
で
、
ヨ
セ
フ
は
初
老
、
マ
リ
ア
は
若
い
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
と
ル
ン
ゲ
に
お
い
て
、
マ
リ
ア
の
気
高
さ
は
伝
統
的
な
聖
母
像
―
ダ
フ
ィ
ッ
ト
は
ま
だ
そ
の
面
影
を
宿
し
て
い
る
―
よ
り
も
、
い
わ
ば
庶
民
的
な
容
貌
で
、
あ
る
意
味
、
リ
ア
リ
ス
テ
ッ
ク
で
あ
る
。
動
物
と
植
物
の
面
か
ら
一
連
の
作
品
を
観
察
す
る
と
、
驢
馬
の
描
き
方
に
ル
ン
ゲ
の
特
徴
が
窺
わ
れ
る
。
ダ
フ
ィ
ッ
ト
や
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
優
し
い
驢
馬
に
比
べ
、
短
縮
遠
近
法
を
活
用
し
た
ル
ン
ゲ
の
15
そ
れ
、
鞍
を
高
々
と
上
げ
た
そ
の
姿
に
は
一
種
独
特
の
迫
力
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
ル
ー
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ラ
イ
デ
ン
の
銅
版
画
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』（
一
五
〇
八
年
）
の
構
図
と
似
て
い
る
が
（
２８
）、
逆
の
位
置
に
描
か
れ
た
ル
ン
ゲ
の
驢
馬
は
遥
か
に
生
々
し
い
。植
物
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
シ
ョ
ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
の
同
主
題
の
銅
版
画
等
の
よ
う
に
、
棕
櫚
（
あ
る
い
は
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
）
の
木
が
こ
の
場
面
に
は
伝
統
的
だ
が
（
２９
）、
ル
ン
ゲ
は
珍
し
く
、
ユ
リ
ノ
キ
を
描
い
て
い
る
。
モ
ク
レ
ン
科
の
落
葉
高
木
の
こ
の
木
は
、
緑
黄
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
似
た
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
ド
イ
ツ
語
でT
ulpenbaum
（
チ
ュ
ー
リ
プ
の
木
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
ル
ン
ゲ
は
お
そ
ら
く
、
ユ
リ
ノ
キ
の
ユ
リ
が
光
、
純
粋
さ
、
処
女
性
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ゆ
え
に
（
３０
）、
こ
の
樹
木
を
登
場
さ
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
以
上
、『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
を
い
く
つ
か
見
て
き
た
が
、
一
八
〇
八
年
四
月
一
九
日
、
ル
ン
ゲ
は
自
作
に
つ
い
て
、
ゲ
ー
テ
宛
の
手
紙
の
中
で
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
は
幼
児
と
と
も
に
、
あ
る
山
の
斜
面
で
十
分
休
息
し
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。
太
陽
の
最
初
の
光
が
彼
ら
の
上
に
注
ぎ
、
幼
児
は
そ
れ
に
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
谷
に
は
ま
だ
影
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
頂
上
に
だ
け
光
が
戯
れ
て
お
り
ま
す
。
大
き
な
ユ
リ
ノ
キ
が
そ
こ
に
枝
を
拡
げ
、
三
人
の
天
使
が
光
に
向
か
っ
て
音
楽
を
奏
で
て
い
ま
す
。
ヨ
セ
フ
と
驢
馬
は
影
の
中
に
い
ま
す
。
ヨ
セ
フ
は
夜
中
燃
え
て
い
た
火
を
叩
き
消
し
て
い
る
の
で
す
（
３１
）。」
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
裏
付
け
る
よ
う
な
説
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ル
ン
ゲ
の
兄
ダ
ニ
エ
ル
、
そ
し
て
イ
ー
ザ
ー
マ
イ
ア
ー
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
遠
景
の
島
々
や
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
建
築
物
の
あ
る
ナ
イ
ル
渓
谷
の
風
景
は
、
ル
ン
ゲ
が
し
ば
し
ば
旅
行
し
た
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
の
特
徴
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
う
。
同
じ
書
簡
の
中
で
、
ル
ン
ゲ
は
目
下
の
『
朝
』D
er
M
orgen
の
仕
事
が
進
捗
し
た
ら
、
こ
の
絵
（『
休
息
』）
を
完
成
さ
せ
た
い
旨
の
希
望
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
の
教
会
祭
壇
画
の
プ
ラ
ン
が
頓
挫
し
た
た
め
、
ル
ン
ゲ
の
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
は
結
局
、
画
面
右
上
の
部
分
を
残
し
た
ま
ま
、
未
完
成
に
終
わ
っ
た
（
３２
）。
ル
ン
ゲ
の
こ
の
作
品
は
し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
的
な
宗
教
画
の
図
像
に
い
く
つ
か
の
改
革
を
も
た
ら
し
た
点
で
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
風
景
に
エ
ジ
プ
ト
的
要
素
を
導
入
し
た
こ
と
（
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）、
短
縮
遠
近
法
を
用
い
て
驢
馬
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
、
棕
櫚
で
は
な
く
ユ
リ
ノ
キ
を
登
場
さ
せ
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
幼
児
イ
エ
ス
を
、
母
マ
リ
ア
に
抱
か
れ
る
姿
で
は
な
く
、
地
面
に
横
た
わ
っ
て
、
光
に
手
を
伸
ば
す
独
特
の
ポ
ー
ズ
で
描
い
た
こ
と
、
等
々
、
16
ル
ン
ゲ
は
聖
書
の
物
語
を
視
覚
化
す
る
に
際
し
て
、
数
々
の
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
光
に
満
ち
た
「
休
息
」
の
風
景
は
、
逃
避
途
上
の
聖
家
族
に
未
来
の
希
望
を
与
え
る
光
景
と
し
て
、
そ
の
本
来
の
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
夜
が
明
け
、
ま
た
一
歩
一
歩
目
的
地
に
向
か
っ
て
進
む
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ア
と
幼
児
キ
リ
ス
ト
、
彼
ら
の
姿
を
、
近
代
的
に
リ
ア
ル
に
描
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
画
家
ル
ン
ゲ
は
、
宗
教
画
の
伝
統
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
の
で
あ
る
（
３３
）。
そ
れ
に
し
て
も
、
モ
ー
セ
は
エ
ジ
プ
ト
で
の
隷
属
状
態
を
脱
し
て
民
を
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
導
き
、
聖
家
族
は
、
逆
に
、
ヘ
ロ
デ
王
を
避
け
て
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
エ
ジ
プ
ト
へ
逃
避
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
民
族
と
エ
ジ
プ
ト
と
の
関
係
は
複
雑
で
あ
る
（
３３
）。
第
三
章
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
一
八
〇
六
年
五
月
、
ル
ン
ゲ
は
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
を
旅
し
た
折
り
、
G
・
L
・
コ
ー
ゼ
ガ
ル
テ
ン
を
訪
ね
る
。
当
時
、
島
の
教
会
で
牧
師
を
し
て
い
た
こ
の
恩
師
は
、
バ
ル
ト
海
岸
の
漁
村
に
礼
拝
堂
を
建
て
る
計
画
を
立
て
、
C
・
D
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
そ
の
た
め
の
祭
壇
画
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
結
局
、
そ
れ
を
断
わ
ら
れ
た
た
め
、
ル
ン
ゲ
が
そ
れ
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
（
３４
）。
同
年
十
二
月
、
ル
ン
ゲ
は
仕
事
に
着
手
す
る
。
コ
ー
ゼ
ガ
ル
テ
ン
は
『
新
約
聖
書
』「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
か
ら
、「
嵐
を
静
め
る
キ
リ
ス
ト
」（
第
八
章
）
あ
る
い
は
「
湖
上
の
ペ
ト
ロ
」（
第
一
四
章
）
の
場
面
を
希
望
し
、
画
家
は
後
者
を
選
択
す
る
。「
そ
の
中
に
よ
り
明
確
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
（
３５
）」
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
創
作
の
準
備
段
階
で
、
ル
ン
ゲ
は
「
キ
リ
ス
ト
と
ペ
ト
ロ
」、「
ヨ
ハ
ネ
の
頭
部
と
両
手
」、「
ユ
ダ
の
頭
部
と
ト
マ
ス
の
頭
部
お
よ
び
右
手
」（
以
上
一
八
〇
六
年
）
等
々
の
ス
ケ
ッ
チ
を
個
々
に
描
き
、
ペ
ン
画
で
「
湖
上
の
ペ
ト
ロ
」
の
全
体
の
構
想
を
立
て
（
同
年
）（
図
版
１５
）、
ペ
ン
と
筆
で
「
湖
上
の
ペ
ト
ロ
」（
同
年
）（
図
版
１６
）
を
描
い
た
あ
と
、
油
彩
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』（
同
年
）（
図
版
１７
）
を
完
成
す
る
。
そ
の
絵
の
細
部
を
見
る
前
に
、
聖
書
本
文
を
読
ん
で
お
き
た
い
。
マ
タ
イ
（
第
一
四
章
）、
マ
ル
コ
（
第
六
章
）
お
よ
び
ヨ
ハ
ネ
（
第
六
章
）
福
音
書
に
「
湖
の
上
を
歩
く
」
場
面
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
と
ペ
ト
ロ
の
会
話
の
場
面
は
、
マ
タ
イ
福
音
書
の
み
が
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
四
章
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
が
殺
さ
れ
、
そ
の
報
告
を
受
け
た
イ
エ
ス
は
舟
で
そ
こ
を
去
り
、
人
里
離
れ
た
所
に
退
く
。
群
衆
が
彼
の
後
を
追
っ
て
く
る
。
夕
暮
れ
、
彼
ら
を
解
散
17
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さ
せ
よ
う
と
す
る
弟
子
を
制
し
、
イ
エ
ス
は
五
千
人
以
上
の
群
衆
に
そ
の
場
で
瞬
時
に
食
べ
物
を
与
え
る
。
こ
の
奇
跡
的
行
為
の
後
、
彼
は
弟
子
た
ち
を
舟
に
乗
せ
、
向
こ
う
岸
へ
先
に
行
か
せ
、
群
衆
を
解
散
さ
せ
て
、
た
だ
一
人
、
祈
る
た
め
に
山
に
登
る
。
舟
は
既
に
陸
か
ら
何
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
か
離
れ
て
お
り
、
逆
風
の
た
め
に
波
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
夜
が
明
け
る
こ
ろ
、
イ
エ
ス
は
湖
の
上
を
歩
い
て
弟
子
た
ち
の
と
こ
ろ
に
行
か
れ
た
。
弟
子
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
湖
上
を
歩
い
て
お
ら
れ
る
の
を
見
て
、「
幽
霊
だ
」
と
言
っ
て
お
び
え
、
恐
怖
の
あ
ま
り
叫
び
声
を
あ
げ
た
。
イ
エ
ス
は
す
ぐ
彼
ら
に
話
し
か
け
ら
れ
た
。「
安
心
し
な
さ
い
。
わ
た
し
だ
。
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。」
す
る
と
、
ペ
ト
ロ
が
答
え
た
。「
主
よ
、
あ
な
た
で
し
た
ら
、
わ
た
し
に
命
令
し
て
、
水
の
上
を
歩
い
て
そ
ち
ら
に
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
。」
イ
エ
ス
が
「
来
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
ペ
ト
ロ
は
舟
か
ら
降
り
て
水
の
上
を
歩
き
、
イ
エ
ス
の
方
へ
進
ん
だ
。
し
か
し
、
強
い
風
に
気
が
つ
い
て
怖
く
な
り
、
沈
み
か
け
た
の
で
、「
主
よ
、
助
け
て
く
だ
さ
い
」
と
叫
ん
だ
。
イ
エ
ス
は
す
ぐ
に
手
を
伸
ば
し
て
捕
ま
え
、「
信
仰
の
薄
い
者
よ
、
な
ぜ
疑
っ
た
の
か
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
人
が
舟
に
乗
り
込
む
と
、
風
は
静
ま
っ
た
。
舟
の
中
に
い
た
人
た
ち
は
、
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「
本
当
に
、
あ
な
た
は
神
の
子
で
す
」
と
言
っ
て
イ
エ
ス
を
拝
ん
だ
。（
第
二
四
―
三
三
節
（
３６
））
五
千
人
以
上
の
群
衆
全
員
に
、
突
然
パ
ン
を
与
え
た
イ
エ
ス
が
、
今
度
は
何
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
（
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
も
湖
上
を
歩
い
て
来
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
弟
子
た
ち
は
「
幽
霊
だ
」
と
叫
ぶ
。
こ
の
個
所
は
ギ
リ
シ
ア
語
原
文
でphantasm
a
estin （３７
）と
書
か
れ
て
お
り
、
ウ
ル
ガ
タ
・
ラ
テ
ン
語
は
こ
れ
を
そ
の
ま
まfantasm
a
est
（
３８
）、
ル
タ
ー
・
ド
イ
ツ
語
はE
s
ist
ein
G
espenst!
（
３９
）と
訳
し
て
い
る
。
phantasm
a
は
、「
幽
霊
」G
espenst
以
外
に
、「
現
象
」E
rschein-
ung
（
独
語
）、「
夢
の
中
の
姿＝
幻
影
」T
raum
bild
（
同
）
の
意
味
を
持
つ
が
、
弟
子
た
ち
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
実
感
の
こ
も
っ
た
言
葉
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
数
々
の
奇
跡
を
示
す
イ
エ
ス
は
、
生
身
の
人
間
と
い
う
よ
り
は
、
現
実
離
れ
し
た
何
か
霊
的
な
存
在
な
の
で
あ
る
。
さ
て
、
ペ
ト
ロ
と
い
う
人
物
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
漁
師
を
し
て
い
た
が
、
兄
弟
の
ア
ン
デ
レ
と
と
も
に
イ
エ
ス
の
弟
子
と
な
り
、
イ
エ
ス
十
二
使
徒
の
「
第
一
の
使
徒
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
に
赴
き
、
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
団
を
設
立
、
初
代
司
教
と
な
っ
た
が
、
西
暦
六
四
年
、
ネ
ロ
皇
帝
の
命
令
で
磔
刑
に
さ
れ
た
。
そ
う
い
う
ペ
ト
ロ
だ
が
、「
鶏
が
鳴
く
前
に
、
あ
な
た
は
三
度
わ
た
し
を
知
ら
な
い
と
言
う
だ
ろ
う
」
と
評
し
た
イ
エ
ス
の
言
葉
そ
の
ま
ま
に
（「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
二
六
章
）、
彼
は
信
仰
と
不
信
の
間
で
た
え
ず
揺
れ
動
く
普
通
の
人
間
で
も
あ
っ
た
（
４０
）。
右
の
引
用
中
、
イ
エ
ス
に
呼
ば
れ
て
湖
上
を
歩
い
て
い
た
ペ
ト
ロ
は
、
強
風
に
慄
き
、
沈
み
か
け
る
。
そ
の
時
イ
エ
ス
は
言
う
「
信
仰
の
薄
い
者
よ
、
な
ぜ
疑
っ
た
の
か
」（
ル
タ
ー
訳O
du
K
leingläubiger,
w
arum
zw
eifeltest
du? （４１
））
と
。
こ
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面
を
一
幅
の
絵
画
に
仕
上
げ
る
た
め
に
、
ル
ン
ゲ
は
多
く
の
下
絵
を
準
備
し
、
最
後
に
縦
一
一
六
・
〇
×
横
一
五
七
・
〇
c
m
の
油
彩
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ス
ケ
ッ
チ
類
を
見
る
と
、
イ
エ
ス
の
弟
子
一
人
一
人
の
特
徴
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
、
ル
ン
ゲ
が
慎
重
に
努
力
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
画
面
全
体
を
見
て
み
よ
う
。
時
は
「
夜
が
明
け
る
」
頃
、
右
上
で
月
が
雲
間
に
覗
く
。
月
の
光
が
荒
れ
模
様
の
湖
面
を
照
ら
し
、
反
射
し
て
い
る
。
中
央
に
マ
ン
ト
を
翻
し
た
キ
リ
ス
ト
が
力
強
く
立
つ
。
膝
を
つ
き
沈
み
か
け
る
ペ
ト
ロ
が
必
死
の
形
相
で
師
に
し
が
み
つ
く
。
画
面
左
側
、
波
間
に
帆
掛
け
舟
が
揺
れ
て
い
る
。
舟
の
弟
子
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
ペ
ト
ロ
を
救
う
奇
跡
の
現
場
を
驚
き
な
が
ら
見
つ
め
て
い
20
る
。
遠
景
に
、
お
そ
ら
く
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
を
彷
彿
さ
せ
る
岸
辺
と
建
物
が
見
え
る
。
茶
色
と
灰
色
の
ペ
ン
と
筆
で
描
か
れ
た
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』（
図
版
１６
）
は
、
ペ
ン
画
に
よ
る
最
初
の
構
図
（
図
版
１５
）、
と
り
わ
け
イ
エ
ス
と
ペ
ト
ロ
の
ポ
ー
ズ
を
大
幅
に
修
正
し
て
い
る
。
全
体
的
に
、
完
成
さ
れ
た
油
彩
よ
り
も
明
る
く
、
キ
リ
ス
ト
の
姿
勢
と
表
情
、
舟
の
弟
子
た
ち
の
姿
も
細
部
が
異
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
西
洋
絵
画
の
歴
史
に
お
い
て
、『
モ
ー
セ
の
発
見
』
や
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
に
比
べ
て
、『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
の
場
面
を
描
い
た
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
ル
ン
ゲ
以
前
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
降
で
は
、
ジ
ョ
ッ
ト
の
有
名
な『
小
舟
』Navicella （４２
）
に
拠
る
N
・
ベ
ア
ト
リ
ツ
ェ
ト
の
銅
版
画
（
一
五
五
九
年
）（
図
版
１８
）
や
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
『
湖
上
を
歩
く
キ
リ
ス
ト
』（
図
版
１９
）
が
あ
る
が
、
後
者
に
イ
エ
ス
と
ペ
ト
ロ
の
場
面
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
一
八
〇
六
年
十
二
月
四
日
、
ル
ン
ゲ
は
自
作
の
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
ゲ
ー
テ
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
す
で
に
構
図
は
か
な
り
仕
上
げ
ま
し
た
。
今
や
他
の
点
が
問
題
で
す
。
イ
エ
ス
が
ペ
ト
ロ
に
「
信
仰
の
薄
い
者
よ
、
な
ぜ
疑
っ
た
の
か
」
と
語
る
そ
の
様
子
で
す
。
そ
れ
は
月
光
の
中
で
、
全
体
は
建
物
（
教
会
―
訳
者
注
）
に
ふ
さ
わ
し
い
堂
々
と
し
た
大
き
さ
で
仕
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
建
物
の
中
の
唯
一
の
絵
で
も
あ
る
の
で
、
い
く
つ
か
の
印
象
的
な
現
象
、
例
え
ば
、
波
、
月
の
光
、
そ
し
て
舟
の
揺
れ
な
ど
、
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
の
自
然
と
一
致
し
た
も
の
と
し
て
統
一
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
（
４３
）。」
逆
巻
く
自
然
現
象
を
背
景
と
し
て
、「
信
仰
の
薄
い
者
よ
」
と
い
図版１８ ベアトリツェト「ジョットの『小舟』模写」
１５５９年
21
う
台
詞
を
核
に
、
湖
上
の
イ
エ
ス
と
ペ
ト
ロ
の
会
話
シ
ー
ン
を
画
家
が
印
象
深
く
ま
と
め
よ
う
と
構
想
し
て
い
た
様
子
が
、
右
の
書
簡
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
ル
ン
ゲ
が
工
夫
し
た
の
は
、
全
体
の
構
成
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
な
か
ん
ず
く
、
個
々
の
人
物
像
に
苦
心
し
た
。
そ
の
た
め
に
彼
は
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
『
最
後
の
晩
餐
』（
一
四
九
五
―
九
八
年
）（
図
版
２０
）
を
細
や
か
に
研
究
し
た
よ
う
で
あ
る
（
４４
）。
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
巨
匠
の
こ
の
名
画
は
、
ド
イ
ツ
で
は
一
八
〇
〇
年
以
後
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
メ
ン
グ
ス
の
銅
版
画
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
ゲ
ー
テ
の
よ
う
に
ミ
ラ
ノ
で
実
物
を
見
て
い
な
く
て
も
、
一
般
に
、
あ
る
程
度
の
鑑
賞
は
可
能
で
あ
っ
た
（
４５
）。
ル
ン
ゲ
は
こ
の
銅
版
画
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
イ
エ
ス
と
そ
の
弟
子
た
ち
を
人
相
学
的
に
研
究
し
、
ス
ケ
ッ
チ
で
そ
れ
ら
を
試
作
し
て
、
彼
自
身
の
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
を
仕
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
。
ミ
ラ
ノ
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
レ
・
グ
ラ
ツ
ィ
エ
修
道
院
の
食
堂
に
描
か
れ
た
レ
オ
ナ
ル
ド
の
『
最
後
の
晩
餐
』
は
、
キ
リ
ス
ト
を
中
心
に
、
十
二
人
の
弟
子
全
員
を
こ
ち
ら
向
き
に
配
し
、
三
人
を
一
組
に
、
し
か
も
各
グ
ル
ー
プ
が
互
い
に
有
機
的
に
関
連
し
合
う
構
図
で
描
い
て
い
る
が
（
４６
）、
ゲ
ー
テ
も
彼
の
『
最
後
の
晩
餐
』
論
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
各
人
物
の
顔
の
表
情
と
身
振
り
、
と
り
わ
け
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手
の
動
き
の
豊
か
さ
は
印
象
的
で
あ
る
（
４７
）。
レ
オ
ナ
ル
ド
が
描
く
人
物
一
人
一
人
は
、
彼
以
前
の
同
主
題
の
作
品
、
例
え
ば
、
ジ
ョ
ッ
ト
や
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
等
々
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
同
定
が
可
能
な
ほ
ど
克
明
か
つ
個
性
的
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
画
面
左
か
ら
順
に
、
バ
ル
ト
ロ
マ
イ
、
小
ヤ
コ
ブ
、
ア
ン
デ
レ
、
ペ
ト
ロ
、
ユ
ダ
、
ヨ
ハ
ネ
、
キ
リ
ス
ト
、
大
ヤ
コ
ブ
、
ト
マ
ス
、
ピ
リ
ポ
、
マ
タ
イ
、
タ
ダ
イ
、
そ
し
て
（
熱
心
党
の
）
シ
モ
ン
で
あ
る
。
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
画
面
中
央
の
イ
エ
ス
と
ペ
ト
ロ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
画
面
左
側
の
舟
の
人
物
た
ち
を
描
く
際
に
、
ル
ン
ゲ
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
よ
う
に
、
個
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
画
家
の
兄
ダ
ニ
エ
ル
が
残
し
た
メ
モ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。
「
背
景
の
船
の
救
世
主
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
ユ
ダ
・
タ
ダ
イ
が
い
る
。
助
け
を
求
め
る
か
の
よ
う
に
、
船
縁
越
し
に
両
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。
彼
の
上
で
老
い
た
頭
部
の
マ
タ
イ
が
、
左
手
で
し
っ
か
り
船
縁
を
掴
み
、
右
手
を
少
し
上
げ
て
い
る
。
次
に
バ
ル
ト
ロ
マ
イ
。
左
手
で
舵
を
取
り
な
が
ら
立
ち
、
わ
ず
か
に
髪
を
残
し
た
禿
げ
た
頭
で
あ
る
。
左
手
で
彼
を
掴
み
、
屈
ん
で
い
る
の
は
大
ヤ
コ
ブ
だ
。
ヨ
ハ
ネ
は
若
々
し
く
、
舟
の
ほ
と
ん
ど
中
央
に
座
っ
て
い
る
。
考
え
深
そ
う
な
眼
差
し
、
両
手
両
腕
を
胸
の
上
で
十
字
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
彼
の
真
横
に
カ
ナ
の
シ
モ
ン
が
座
る
。
禿
げ
て
髭
を
生
や
し
、
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嘆
願
す
る
よ
う
に
両
手
を
上
げ
て
い
る
。
イ
ス
カ
リ
オ
テ
の
ユ
ダ
は
不
安
そ
う
に
両
手
で
船
縁
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
。
彼
の
後
ろ
に
ト
マ
ス
が
い
る
。
両
手
を
上
に
拡
げ
伸
ば
し
て
い
る
。
ア
ン
デ
レ
は
高
く
立
ち
、
右
手
で
キ
リ
ス
ト
を
指
さ
し
、
左
手
は
力
強
く
マ
ス
ト
の
綱
を
し
っ
か
り
握
っ
て
い
る
。
彼
の
後
ろ
に
低
く
ピ
リ
ポ
が
い
る
。
ず
っ
と
前
方
に
、
帆
柱
を
掴
ん
で
、
小
ヤ
コ
ブ
が
立
つ
。
若
々
し
い
姿
で
あ
る
（
４８
）。」
H
・
ホ
ー
ル
に
拠
れ
ば
、
ダ
ニ
エ
ル
は
シ
モ
ン
と
バ
ル
ト
ロ
マ
イ
を
取
り
違
え
た
よ
う
だ
が
（
４９
）、
と
も
あ
れ
、『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
の
中
で
、
ル
ン
ゲ
は
イ
エ
ス
と
弟
子
た
ち
一
人
一
人
を
識
別
が
可
能
な
く
ら
い
個
性
的
に
描
き
分
け
て
い
る
。
容
貌
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
手
の
表
情
が
あ
る
種
パ
ン
ト
マ
イ
ム
的
で
（
５０
）、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
同
様
、
き
わ
め
て
印
象
的
で
あ
る
。
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
の
構
図
を
整
理
し
よ
う
。
画
面
中
央
や
や
右
側
に
、
力
強
い
キ
リ
ス
ト
と
彼
に
必
死
に
し
が
み
つ
く
ペ
ト
ロ
、
左
側
は
ペ
ト
ロ
以
外
の
十
一
人
の
弟
子
た
ち
。
後
者
の
グ
ル
ー
プ
は
、
中
央
の
二
人
が
示
す
奇
跡
の
場
面
を
眺
め
る
観
客
で
あ
る
。
イ
エ
ス
と
ペ
ト
ロ
は
、
信
仰
の
強
さ
を
め
ぐ
る
劇
の
主
役
に
他
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
作
品
全
体
の
中
で
、
い
わ
ば
劇
中
劇
を
演
じ
て
い
る
。
一
方
、
嵐
の
海
で
翻
弄
さ
れ
る
舟
は
、
世
界
と
歴
史
の
嵐
の
只
中
の
拠
り
所＝
教
会
の
比
喩
で
あ
り
、
こ
の
舟
は
、
教
会
の
い
わ
ゆ
る
予
型
（T
ypologie
）
と
し
て
の
ノ
ア
の
箱
舟
に
他
な
ら
な
い
（
５１
）。
絵
の
中
の
舟
の
上
空
に
は
黒
々
と
雲
が
漂
い
、
他
方
、
キ
リ
ス
ト
の
右
上
に
は
月
が
輝
い
て
い
る
。
こ
の
対
比
も
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
だ
。
絵
の
題
名
と
な
っ
た
「
湖
上
の
ペ
ト
ロ
」
は
、
信
仰
の
強
度
を
師
イ
エ
ス
に
問
わ
れ
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
的
存
在＝
第
一
使
徒
で
あ
る
。
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
は
そ
も
そ
も
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
建
築
予
定
の
教
会
を
飾
る
祭
壇
画
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
（
５２
）。
信
仰
の
原
風
景
を
描
く
ま
さ
に
最
適
の
テ
ー
マ
を
、
ル
ン
ゲ
は
聖
書
の
中
か
ら
選
択
し
た
と
言
え
よ
う
。
最
後
に
、
興
味
深
い
文
章
が
あ
る
。
最
晩
年
の
ゲ
ー
テ
が
書
き
残
し
た
「
絵
に
描
か
れ
る
べ
き
対
象
」Zu
m
alende
G
egenstände
と
題
さ
れ
た
（
エ
ッ
カ
ー
マ
ン
の
命
名
）
短
い
覚
書
で
あ
る
。
そ
の
後
半
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
「
と
こ
ろ
で
、
最
も
神
聖
な
こ
と
に
話
題
を
移
す
と
、
私
は
福
音
書
全
体
の
中
で
、
軽
や
か
に
湖
上
を
歩
き
な
が
ら
、
沈
み
か
け
る
ペ
ト
ロ
を
助
け
に
来
る
キ
リ
ス
ト
以
上
に
気
高
く
表
現
豊
か
な
対
象
を
知
ら
な
い
。
救
世
主
の
神
々
し
く
も
人
間
的
な
本
質
は
、
諸
々
の
感
覚
に
対
し
て
こ
れ
ほ
ど
十
全
に
は
描
写
さ
れ
得
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
24
か
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教
の
意
味
の
す
べ
て
が
、
ほ
ん
の
僅
か
な
要
素
で
こ
れ
以
上
に
よ
く
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
超
自
然
的
で
自
然
な
や
り
方
で
、
自
然
な
も
の
を
援
助
す
る
超
自
然
、
つ
ま
り
、
神
の
子
が
自
分
た
ち
の
眼
前
に
存
在
す
る
と
い
う
、
船
乗
り
と
漁
師
た
ち
の
瞬
間
的
な
認
識
を
呼
び
覚
ま
す
超
自
然
、
こ
れ
は
そ
う
そ
う
描
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
生
き
て
い
る
芸
術
家
に
と
っ
て
の
最
大
の
利
点
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
そ
れ
を
企
て
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
と
い
う
の
は
、
彼
を
相
手
に
闘
う
の
は
、
ペ
ヌ
エ
ル
と
の
闘
い
と
同
じ
く
ら
い
危
険
だ
か
ら
で
あ
る
。（
聖
書
「
創
世
記
」
三
二
章
（
５３
））（
訳
者
注
ペ
ヌ
エ
ル
は
、
ヤ
コ
ブ
が
目
に
見
え
ぬ
神
と
闘
っ
た
場
所
の
名
で
、「
神
の
顔
」
を
意
味
す
る
。）
右
の
覚
書
は
、
一
八
三
一
年
夏
、
す
な
わ
ち
ゲ
ー
テ
没
年
の
前
年
に
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ル
ン
ゲ
が
亡
く
な
っ
た
一
八
一
〇
年
か
ら
二
十
年
あ
ま
り
後
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
と
ル
ン
ゲ
が
、
特
に
色
彩
論
を
め
ぐ
っ
て
親
し
く
交
友
し
た
こ
と
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
八
〇
六
年
（
十
二
月
四
日
）、
ル
ン
ゲ
が
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
の
構
想
を
ゲ
ー
テ
宛
て
に
書
簡
で
報
告
し
て
い
た
事
実
等
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
右
の
文
章
を
綴
る
詩
人
の
脳
裏
に
ロ
マ
ン
派
の
画
家
の
姿
が
去
来
し
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
晩
年
の
ゲ
ー
テ
が
「
マ
タ
イ
福
音
書
」
第
一
四
章
の
叙
述
に
、
ル
ン
ゲ
同
様
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
髄
を
見
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
超
現
実
的
（
ゲ
ー
テ
の
「
超
自
然
的
」）
現
象
は
、
救
世
主
の
存
在
を
媒
介
に
、
現
実
的
（
自
然
的
）
出
来
事
と
結
び
つ
く
。
ル
ン
ゲ
作
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
は
、
そ
の
奇
跡
の
場
面
を
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
一
枚
の
絵
と
し
て
描
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
結
語
『
ド
イ
ツ
近
代
絵
画
史
』
の
中
で
著
者
ヘ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ネ
ム
は
、
画
家
ル
ン
ゲ
に
お
け
る
「
芸
術
と
宗
教
」
の
緊
張
関
係
を
指
摘
し
、
こ
う
語
る
。「
ル
ン
ゲ
の
宗
教
性
は
深
い
自
然
感
情
と
結
ば
れ
て
い
た
（
５４
）」。
確
か
に
、
聖
書
か
ら
題
材
を
採
っ
た
彼
の
作
品
を
見
て
も
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
宗
教
的
な
内
容
は
、
物
語
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
自
然
の
情
景
と
渾
然
一
体
と
な
っ
て
、
そ
の
深
み
を
増
し
て
く
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
ル
ン
ゲ
が
活
躍
し
た
一
八
〇
〇
年
前
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
特
に
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
、
思
想
家
、
そ
し
て
芸
術
家
の
間
で
、〈
宗
教
〉
は
一
つ
の
合
言
葉
と
な
っ
て
い
た
。
ル
ン
ゲ
は
作
曲
家
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ル
ガ
ー
と
知
り
合
っ
た
頃
（
一
八
〇
一
年
夏
）、
ド
レ
ス
デ
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
廷
教
会
の
ミ
サ
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を
頻
繁
に
訪
れ
、
音
楽
へ
の
関
心
を
募
ら
せ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
自
身
の
「
宗
教
的
教
化
」
を
試
み
、
以
前
に
も
増
し
て
聖
書
の
世
界
に
沈
潜
し
た
（
５５
）。
そ
し
て
そ
の
数
年
後
の
一
八
〇
四
年
、
彼
は
『
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
を
描
き
、
翌
一
八
〇
五
年
に
は
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
後
に
「
ル
ー
カ
ス
兄
弟
団
」
を
結
成
し
、
ロ
ー
マ
で
創
作
活
動
を
始
め
た
若
き
日
の
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
が
彼
を
訪
ね
て
き
た
の
も
そ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
（
５６
）。と
こ
ろ
で
、
ル
ン
ゲ
は
晩
年
、
一
八
〇
九
年
六
月
、
手
紙
で
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
に
言
及
し
て
い
る
（
５７
）。
当
時
、
ド
イ
ツ
思
想
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
彼
の
『
宗
教
論
』
に
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
見
ら
れ
る
。「
す
べ
て
個
別
的
な
も
の
を
全
体
の
一
部
と
し
て
、
す
べ
て
制
限
さ
れ
た
も
の
を
無
限
な
る
も
の
の
一
つ
の
表
現
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
、
こ
れ
が
宗
教
で
あ
る
（
５８
）」。「
宗
教
の
本
質
は
、
思
考
で
も
行
為
で
も
な
く
、
直
観
と
感
情
で
あ
る
（
５９
）」。
ま
た
「
宗
教
は
そ
の
全
生
命
を
自
然
の
中
で
、
し
か
も
全
体
、
す
な
わ
ち
一
に
し
て
全
な
る
無
限
の
自
然
の
中
で
生
き
る
（
６０
）」。
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
は
宗
教
の
概
念
を
（
狭
い
意
味
で
の
）
道
徳
的
な
も
の
か
ら
解
放
し
て
、
人
間
の
内
面
、「
感
情
」
の
世
界
に
そ
の
領
域
を
拡
げ
、
そ
こ
に
人
間
（
個
別
的
な
も
の
／
制
限
さ
れ
た
も
の
）
と
宇
宙
（
一
に
し
て
全
／
無
限
の
自
然
）
と
の
内
密
な
一
体
感
を
見
出
そ
う
と
す
る
（
６１
）。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
〈
宗
教
の
革
新
〉
に
他
な
ら
な
い
（
６２
）。
本
稿
で
扱
っ
た
作
品
を
最
後
に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
習
作
期
か
ら
「
聖
家
族
」
の
テ
ー
マ
を
好
ん
だ
ル
ン
ゲ
は
、
一
八
〇
四
年
、
旧
約
聖
書
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
の
中
か
ら
、『
幼
児
モ
ー
セ
の
遺
棄
』
を
テ
ー
マ
に
選
ぶ
。
エ
ジ
プ
ト
王
﹇
フ
ァ
ラ
オ
﹈
の
眼
を
避
け
て
、
モ
ー
セ
の
母
親
は
生
ま
れ
た
わ
が
子
を
葦
舟
に
乗
せ
ナ
イ
ル
川
へ
遺
棄
し
よ
う
と
す
る
。
多
く
の
先
例
（
テ
ィ
エ
ー
ポ
ロ
等
）
が
モ
ー
セ
の
「
発
見
」
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ル
ン
ゲ
は
、
ナ
イ
ル
川
の
岸
辺
を
背
景
と
し
た
「
遺
棄
」
の
現
場
に
照
準
を
合
わ
せ
、
母
と
子
の
愛
の
絆
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
宗
教
画
を
歴
史
の
重
み
か
ら
、
あ
る
意
味
、
解
き
放
つ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
画
家
は
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
感
情
」
の
領
域
で
宗
教
を
新
た
に
捉
え
直
す
の
で
あ
る
。
河
水
、
岸
辺
、
樹
木
、
葦
と
い
っ
た
風
景
要
素
は
、
母
と
子
（
個
別
）
を
包
む
「
全
」
な
る
も
の
（「
無
限
の
自
然
」）
の
最
小
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
モ
ー
セ
を
「
予
型
」
と
す
る
キ
リ
ス
ト
の
物
語
の
中
か
ら
、
ル
ン
ゲ
は
『
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
途
上
の
休
息
』
を
選
択
す
る
。
モ
ー
セ
は
か
つ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
導
き
エ
ジ
プ
ト
脱
出
を
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図
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
と
は
逆
に
、
聖
家
族
（
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ア
と
幼
児
キ
リ
ス
ト
）
は
、
ヘ
ロ
デ
王
を
避
け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
エ
ジ
プ
ト
へ
逃
れ
る
。
ダ
フ
ィ
ッ
ト
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
、
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
等
、
多
く
の
名
作
を
産
ん
だ
こ
の
主
題
を
、
ル
ン
ゲ
は
短
縮
遠
近
法
（
驢
馬
）
や
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
あ
る
ナ
イ
ル
渓
谷
、
そ
し
て
象
徴
的
な
樹
木
等
を
活
用
し
て
、
一
幅
の
画
面
に
ま
と
め
上
げ
る
。
夜
明
け
の
光
が
射
し
始
め
る
そ
の
情
景
は
家
族
の
明
日
を
ど
こ
か
予
感
さ
せ
、
そ
の
光
に
手
を
差
し
伸
べ
る
大
地
の
幼
児
キ
リ
ス
ト
の
姿
が
印
象
的
で
あ
る
。
自
然
と
渾
然
一
体
と
な
っ
た
そ
の
情
景
は
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
宗
教
観
を
具
体
化
し
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
第
三
作
『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
で
は
、
キ
リ
ス
ト
が
そ
の
神
秘
の
姿
を
現
す
。
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
上
を
歩
い
て
き
た
「
幽
霊
」
の
よ
う
な
彼
は
、
嵐
の
中
、
揺
れ
る
舟
に
乗
っ
た
他
の
弟
子
た
ち
の
目
前
で
、
水
に
沈
み
か
か
る
ペ
ト
ロ
に
救
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
言
う
、「
信
仰
の
薄
い
者
よ
、
な
ぜ
疑
っ
た
の
か
」
と
。
宗
教
の
中
心
テ
ー
マ
〈
信
仰
〉
を
、
ル
ン
ゲ
は
幾
重
に
も
象
徴
的
な
、
そ
し
て
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面
に
収
斂
さ
せ
る
。
夜
と
月
と
嵐
の
ロ
マ
ン
的
な
情
景
の
中
に
描
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
姿
は
、
ペ
ト
ロ
と
は
対
照
的
に
、
力
強
い
霊
性
に
満
ち
て
い
る
。
雲
と
月
、
闇
と
光
、
湖
と
岸
辺
、
絶
望
と
希
望
、
そ
し
て
ペ
テ
ロ
と
イ
エ
ス
、
相
反
す
る
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
弟
子
を
乗
せ
た
舟＝
キ
リ
ス
ト
教
会＝
ノ
ア
の
箱
舟
と
い
う
一
連
の
予
型
論
的
イ
メ
ー
ジ
と
融
合
し
な
が
ら
、『
湖
上
の
ペ
ト
ロ
』
を
多
層
的
意
味
を
は
ら
む
新
し
い
宗
教
画
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
。
宗
教
と
自
然
現
象
と
の
深
い
結
び
つ
き
、
そ
し
て
神
秘
の
ド
ラ
マ
が
こ
こ
に
あ
る
。
聖
書
を
め
ぐ
る
ル
ン
ゲ
の
以
上
三
作
品
は
、
こ
う
し
て
、
親
密
性
と
予
感
性
、
象
徴
性
と
ド
ラ
マ
性
に
彩
ら
れ
た
宗
教
と
自
然
の
一
体
感
を
描
出
し
、
宗
教
画
の
歴
史
に
革
新
の
息
吹
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
註
聖
書
の
注
釈
書
と
し
て
次
を
参
照
し
た
。
＊Stuttgarter
A
ltes
Testam
ent.E
inheitsübersetzung
m
it
K
om
-
m
entar
und
Lexikon,
hrsg.
von
E
rich
Zenger,
K
atholische
B
i-
belanstalt,4.A
ufl.,Stuttgart,2010
（1980
）.
＊Stuttgarter
N
eues
Testam
ent.E
inheitsübersetzung
m
it
K
om
-
m
entar
und
E
rklärungen,
K
atholische
B
ibelanstalt,
5.
A
ufl.,
Stuttgart,2010
（1980
）.
＊N
eue
Jerusalem
er
B
ibel.E
inheitsübersetzung.M
it
dem
K
om
-
m
entar
der
Jerusalem
er
B
ibel,3.A
ufl.,2007
（1985
）.
＊K
om
m
entar
zur
B
ibel.
A
T
und
N
T
in
einem
B
and,
hrsg.,
von
27
D
onald
G
uthrie,
J.
A
lec
M
otyer,
B
rockhaus
im
SC
M
−Verlag,
W
itten,7.G
esam
taufl.,2008.
ル
ン
ゲ
に
関
し
て
は
、
主
に
次
を
参
照
し
た
。
＊Philipp
O
tto
R
unge,
B
riefe
und
Schriften,
H
erausgegeben
und
kom
m
entiert
von
Peter
B
etthausen,
H
enschelverlag,
K
unst
und
G
esellschaft,B
erlin,1983.
＊R
unge
in
seiner
Zeit,
H
erausgeber
W
erner
H
ofm
ann,
Prestel
Verlag,M
ünchen
und
H
am
burger
K
unsthalle,1977.
＊Peter
B
etthausen,Philipp
O
tto
R
unge,
E
.
A
.
Seem
ann
Verlag,
Leipzig,2008
（1980
）.
序（１
）W
.H
.W
ackenroder/Ludw
ig
T
ieck,
H
erzensergießungen
eines
kunstliebenden
K
losterbruders,
hrsg.,
von
M
artin
B
ollacher,Philipp
R
eclam
jun.Stuttgart,2005.
（
２
）Friedrich
Schleierm
acher,
Ü
ber
die
R
eligion.
R
eden
an
die
G
ebildeten
unter
ihren
Verächtern.
M
it
einem
N
ach-
w
ort
von
C
arl
H
einz
R
atschow
,
Philipp
R
eclam
jun.
Stuttgart,1969.
（
３
）Johann
Jahn/W
olfgang
H
aubenreisser,
W
örterbuch
der
K
unst,
12.
A
ufl.,
A
lfred
K
röner
Verlag,
Stuttgart,
1995.
S.596
(N
azarener)
（
４
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.148.
（
５
）
『
我
ら
三
人
』W
ir
drei
（1805
）、『
芸
術
家
の
両
親
』D
ie
E
ltern
des
K
ünstlers
（1806
）、『
芸
術
家
の
子
供
た
ち
』Die
K
inder
des
K
ünstlers
（1808/09
）
等
。
（
６
）B
riefe
und
Schriften,R
unge
in
seiner
Zeit,Philipp
O
tto
R
unge
図
版
参
照
。
第
一
章
（
７
）
『
聖
書
百
科
全
書
』
ジ
ョ
ン
・
ボ
ウ
カ
ー
編
著
、
荒
井
献
＋
池
田
裕
＋
井
谷
嘉
男
監
訳
、
三
省
堂
、
二
〇
〇
〇
年
。
（
８
）
『
聖
書
』
新
共
同
訳
、
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
八
八
年
、（
旧
）
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
九
五
頁
。
（
９
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.148.
（
１０
）a.a.O
.,S.150.
（
１１
）Lexikon
der
K
unst,E
.A
.Seem
ann
Verlag,Leipzig,7B
de.,
2004.,B
d.5,S.S.4−6
（M
oses
）
（
１２
）E
nzyklopädie
des
M
ärchens,hrsg.,von
K
urt
R
anke,W
al-
ter
de
G
ruyter,
B
erlin/N
ew
York,
B
d.1,
1977,
S.1048−1065
（A
ussetzung
）.
（
１３
）O
tto
H
iltbrunner,
K
leines
Lexikon
der
A
ntike,
4.
A
ufl.,
Sam
m
lung
D
alp,Francke
Verlag,B
ern
und
M
ünchen,1964,
S.388f.
（Perseus
）.
（
１４
）
註
（
１２
）a.a.O
.,S.1054.
（
１５
）
註
（
１２
）a.a.O
.,S.1063−64.
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（
１６
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.148.
（
１７
）Lexikon
der
K
unst,B
d.7,S.472−474.
（
１８
）
註
（
１１
）a.a.O
.,S.4.
第
二
章
（
１９
）Peter
B
etthausen,Philipp
O
tto
R
unge,S.30.
（
２０
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.179f.
（
２１
）
『
聖
書
』（
新
）「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
二
―
三
頁
。
（
２２
）
『
世
界
美
術
大
全
集
』〈
西
洋
編
〉、
小
学
館
、
第
十
四
巻
「
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
」
勝
國
興
責
任
編
集
、
二
〇
〇
〇
（
一
九
九
五
）
年
、
九
九
、
三
九
三
頁
。
（
２３
）
同
、
第
十
六
巻
「
バ
ロ
ッ
ク
１
」
神
吉
敬
三
／
若
桑
み
ど
り
責
任
編
集
、
二
〇
〇
〇
（
一
九
九
四
）
年
、
一
四
一
頁
。
（
２４
）
同
、
第
十
六
巻
「
バ
ロ
ッ
ク
１
」、
一
一
九
、
四
二
〇
頁
。
（
２５
）
G
em
äldegallerie
D
resden.
A
lte
M
eister,
Staatliche
K
unstsam
m
lungen
D
resden,
E
.A
.
Seem
ann
K
unstverlags-
gesellschaft,1992.
図
版
二
九
。
（
２６
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.175−178.
（
２７
）a.a.O
.,S.176.
（
２８
）a.a.O
.,S.174.
（
２９
）a.a.O
.,S.174.
（
３０
）a.a.O
.,S.174,176.
（
３１
）a.a.O
.,S.174.
（
３２
）
註
（
１９
）a.a.O
.,S30.
（
３３
）
『
ド
イ
ツ
近
代
絵
画
史
』
ヘ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ネ
ム
著
、
神
林
恒
道
・
武
藤
三
千
夫
共
訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
一
（
八
五
）
年
、
一
五
三
―
一
五
四
頁
。
第
三
章
（
３４
）
註
（
１９
）a.a.O
.,S.30.
（
３５
）a.a.O
.,S.30.
（
３６
）
『
聖
書
』（
新
）「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
二
八
―
二
九
頁
。
（
３７
）T
he
G
reek
N
ew
Testam
ent,
Second
E
dition,
U
nited
B
i-
ble
Societies,1968.p.55.
（
３８
）B
iblia
Sacra.
Iuxta
Vulgatam
Versionem
,
D
eutsche
B
ibel-
gesellschaft,3.A
ufl.,Stuttgart,1983.S.1548.
（
３９
）
D
ie
B
ibel,nach
der
Ü
bersetzung
M
artin
Luthers,
W
ürtem
bergische
B
ibelanstalt,Stuttgart
1968,S.23.
（
４０
）E
nzyklopädie
des
M
ärchens,
B
d.
10,
2002,
S.802−810
（Petrus,H
l.
）.
（
４１
）
註
（
３９
）a.a.O
.,S.23.
（
４２
）
『
西
洋
美
術
解
読
事
典
』
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ー
ル
、
監
修
高
階
秀
爾
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
七
（
八
八
）
年
、
一
二
九
頁
（「
湖
上
を
歩
く
キ
リ
ス
ト
」）。
（
４３
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.182.
（
４４
）Peter
B
etthausen,Philipp
O
tto
R
unge,S.30.
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（
４５
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.184.
（
４６
）
『
ゲ
ー
テ
と
歩
く
イ
タ
リ
ア
美
術
紀
行
』
高
木
昌
史
編
訳
、
青
土
社
、
二
〇
〇
三
年
、
第
一
部
第
七
章
。
（
４７
）
前
掲
書
、
一
四
一
頁
。
（
４８
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.187.
（
４９
）a.a.O
.,S.187.
（
５０
）
註
（
４７
）。
（
５１
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.183.
（
５２
）a.a.O
.,S.182.
（
５３
）G
oethes
W
erke,
C
hristian
W
egner
Verlag,
H
am
burg,
B
d.
X
II,S.222f.651.
結
語
（
５４
）
註
（
３３
）
一
三
四
頁
。
（
５５
）Philipp
O
tto
R
unge,B
riefe
und
Schriften,S.10.
（
５６
）a.a.O
.,S.324.
（
５７
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.27.
（
５８
）
註
（
２
）F.Schleierm
acher,Ü
ber
die
R
eligion,S.39.
（
５９
）a.a.O
.,S.35.
（
６０
）a.a.O
.,S.35.
（
６１
）G
erhart
H
offm
eister,D
eutsche
und
europäische
R
om
antik,
J.B
.
M
etzlersche
Verlagsbuchhandlung,
Stuttgart,
1978,
S.101f.
（
６２
）R
unge
in
seiner
Zeit,S.174.
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